
（様式１） 

県立高等学校重点校制度に係る事業計画書１ 

学校名  鳥取県立境高等学校 

重点項目 大学進学 提出日 平成 31年２月 18日 

 

１ 学校目標 

・人としての教育を重視し命の教育を充実 

・学ぶ姿勢を確立して目指す進路を実現 

・部活動の振興を基軸としたチーム境高意識の高揚 

・基本的生活習慣の確立とコミュニケーション力の向上 

２ 重点項目に係る目標 

・キャリア教育全体計画に基づいた明確な進路目標を設定し、３年間を見通した指導による 

進路希望の実現を図る。特に、習熟クラス内で２年次より文科類型・理科類型に分けて、 

丁寧できめ細やかな学習指導を実践する。 

・「今の学習が自分の将来の可能性を広げるもの」という意識を全生徒に定着させる。 

＜数値目標＞ 

 ・大学入試センター試験の出願率が７割を上回ること。 

・国公立大学現役進学者数が 30名を超えること。 

３ 事業計画（事業名、事業概要） 

【高等学校課事業】 

・教育課程の承認（習熟クラスの充実） 

１年次英語・数学で少人数クラスを編成する。 

【独自事業】  

・２年次生キャリア研修（大学訪問） ２年次生国公立大学進学希望者。10月実施。 

島根大学を訪問し、学部学科の理解を深め、進路選択に活かす。 

・２年次生先輩との交流 ９月実施 大学等へ進学したＯＢ・ＯＧを招いて話を聞き、将来 

の進路を自分ごととして捉える機会とする。 
・夏期学習会 １・２・３年次習熟クラス生徒＋希望者。夏季休業中に実施。１年次生・ 
３年次生は、境港商工会議所の会場を借り上げ、集中的に学習（５日程度）する。 

・３年次生土曜日講習（６回程度 英・数・国・理・地公） 

３年次生を対象に、週時程内の授業では扱うことができない校外模試の解説等を行い生徒 

の進路実現を支援する。 

・「境考学」（総合的な探究の時間）による探究学習の充実（通年）「課題発見→仮説立案→ 

検証・調査・実験→説明・まとめ→発表」の探究的な活動をとおして、未来への展望を考 

える機会を充実させ、総合型選抜や学校推薦選抜型の大学入試にも対応できる学力を身に 

つける。 

 ・ＡＬ型授業デザインのための各種研修会等への教員派遣 ＡＬ型の授業デザインのため 

の各種研修会に教員を派遣する。 


